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	第1節	 わが国の防衛力の抜本的強化と国全体の防衛体制の強化
	 11	 わが国の防衛力の抜本的強化

1　防衛力の意義
わが国の防衛の根幹である防衛力は、わが国の安全保

障を確保するための最終的な担保であり、わが国に脅威
が及ぶことを抑止するとともに、脅威が及ぶ場合には、
これを阻止・排除し、わが国を守り抜くという意思と能
力を表すものである。この意味で、防衛力は他のいかな
る手段によっても代替できるものではない。このような
わが国に必要不可欠な防衛力として、陸自、海自及び空
自が存在している。
国民の命と平和な暮らし、そして、わが国の領土・領

海・領空を断固として守り抜くことは、わが国政府の最

も重大な責務であり、安全保障の根幹である。
わが国を守り抜くのはわが国自身の努力にかかってい
ることは言うまでもない。自らの国は自らが守るという
強い意思と努力があって初めて、いざというときに同盟
国などと共に守り合い、助け合うことができる。
脅威は能力と意思の組み合わせで顕在化するところ、
意思を外部から正確に把握することには困難が伴う。国
家の意思決定過程が不透明であれば、脅威が顕在化する
素地が常に存在する。
侵略という意思を持った高い軍事力を持つ国から自国
を守るためには、力による一方的な現状変更は困難であ
ると認識させる抑止力が必要であり、相手の能力に着目
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図表Ⅲ-1-1-1 防衛目標を実現するための3つのアプローチ（イメージ）

①わが国自身の防衛体制の強化
　わが国の防衛力を抜本的に強化
　国全体の防衛体制を強化

②日米同盟の抑止力と対処力の強化
“日米の意思と能力を顕示”

日米英蘭加新共同訓練（2021年10月）

次期戦闘機（イメージ）

海自護衛艦「いずも」への米海兵隊F－35Bの着陸
（2021年10月3日）

③同志国などとの連携の強化
“一か国でも多くの国々との連携を強化”
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した自らの能力、すなわち防衛力を構築し、相手に侵略
する意思を抱かせないようにする必要がある。
戦後、最も厳しく複雑な安全保障環境の中で、国民の

命と平和な暮らしを守り抜くため、その厳しい現実に正
面から向き合って、相手の能力と新しい戦い方に着目し
た防衛力の抜本的強化を行っていく。
以上のことを踏まえつつ、力による一方的な現状変更

やその試みから、国民の命と平和な暮らしを守っていく
ため、防衛力を抜本的に強化し、その努力をさらに加速
して進めていく。

図表Ⅲ-1-1-1（防衛目標を実現するための3つのア
プローチ（イメージ））

2　今後の防衛力
わが国はこれまで、宇宙・サイバー・電磁波の領域と

陸・海・空の領域を有機的に融合させつつ、統合運用に
より機動的・持続的な活動を行い得る多次元統合防衛力
を構築してきた。
しかし、これまでの航空侵攻・海上侵攻・着上陸侵攻

といった伝統的なものに加えて、精密打撃能力が向上し
た弾道・巡航ミサイルによる大規模なミサイル攻撃、偽
旗作戦をはじめとする情報戦を含むハイブリッド戦の展
開、宇宙・サイバー・電磁波の領域や無人アセットを用
いた非対称的な攻撃、核保有国が公然と核兵器による威
嚇ともとれる言動を行うなど、これらを組み合わせた新

しい戦い方が顕在化している。そのため、抜本的に強化
された防衛力は新しい戦い方に対応できるものでなくて
はならない。
さらに、抜本的に強化された防衛力は、防衛目標であ
るわが国自体への侵攻をわが国が主たる責任をもって阻
止・排除できる能力でなければならない。こうしたこと
を踏まえ、今後の防衛力については、相手の能力と戦い
方に着目して、わが国を防衛する能力をこれまで以上に
抜本的に強化し、いついかなるときも、力による一方的
な現状変更とその試みは決して許さないとの意思を明確
にしていく必要がある。
防衛戦略に掲げる、新しい戦い方に対応するために必
要な機能及び能力は次のとおりである。まず、遠距離か
ら侵攻戦力を阻止・排除するための、①スタンド・オフ
防衛能力、②統合防空ミサイル防衛能力である。次に、
抑止が破られた場合、これらの能力に加え、領域を横断
して優越を獲得し、非対称的な優勢を確保するための、
③無人アセット防衛能力、④領域横断作戦能力、⑤指揮
統制・情報関連機能である。さらに、迅速かつ粘り強く
活動し続けて、相手方の侵攻意図を断念させる、⑥機動
展開能力・国民保護、⑦持続性・強靱性である。
以上のような考え方のもと、今後は、宇宙・サイバー・
電磁波領域を含む全ての領域における能力を有機的に融
合し、平時から有事までのあらゆる段階における柔軟か
つ戦略的な活動の常時継続的な実施を可能とする多次元
統合防衛力を抜本的に強化していく。

	 22	 国全体の防衛体制の強化
わが国を守るためには自衛隊が強くなければならない

が、わが国全体で連携しなければ、わが国を守ることは
できない。そのため、防衛力を抜本的に強化することに
加えて、わが国が持てる力である、外交力、情報力、経済
力、技術力を含めた国力を統合して、あらゆる政策手段
を体系的に組み合わせて国全体の防衛体制を構築してい
く。その際、政府一体となった取組を強化していくため、

政府内の縦割りを打破していくことが不可欠である。こ
うした観点から、防衛力の抜本的強化を補完する不可分
一体の取組として、図表Ⅲ-1-1-2にあるような取組を行
い、わが国の国力を結集した総合的な防衛体制を強化す
る。

図表Ⅲ-1-1-2（国全体の防衛体制の強化のための具
体的な取組）

 参照

 参照

266日本の防衛

第1節わが国の防衛力の抜本的強化と国全体の防衛体制の強化

第
1
章

わ
が
国
自
身
の
防
衛
体
制

第
Ⅲ
部

防衛2023_3-1-01.indd   266防衛2023_3-1-01.indd   266 2023/06/23   9:35:312023/06/23   9:35:31



図表Ⅲ-1-1-2 国全体の防衛体制の強化のための具体的な取組

高出力マイクロ波による
ドローンの飽和攻撃などへの対
処（先端技術の活用）

JAXAとの連携により、宇宙状況監視
システムを運用開始
【JAXA提供】

防衛省と地域社会との協力を
象徴するエンブレム

火薬庫の確保

自衛隊と警察・海上保安庁との連携強化
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